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電力業界の課題解決へアシストする開発本部
　当社開発本部では、新技術の研究
開発や新製品の開発を行っておりま
す。今回は、どのような新技術や新
製品の研究開発を行っているのか、
具体的に開発本部所属のお二人にお
聞きしました。
1 人目：原  原新技術開発執行役員
2 人目：澤  研究開発室 澤代課長
インタビュアー：イ  広報室　中川

イ  まず、開発本部での原新技術開
発執行役員の役割について教えてく
ださい。
原  私の役割は 3 つあります。1 つ
目は、世界初の製品をつくること。
国内で特許を取った製品はあります
ので、次は世界初のものを目指しま
す。2 つ目は、新技術の蓄積。この
新技術というのは、まだ当社がやっ
ていない領域の技術のことをいいま
す。3 つ目は、若手社員の育成。若
手社員に実験癖をつけて色々な経験
をさせています。
イ  特許を取った製品は何ですか。
原  エスリオワンです。これは、非
接触でタービン油や絶縁油を検出す
る装置で、センサー部より出力され
る青紫色の低出力レーザー光線を照
射すると、蛍光を発します。その蛍
光を光電子増倍管（PMT）が捉え
ることによって、微弱な蛍光でも検
出できるようになっています。主な
設置場所は、水力発電所や変電所の
排水ピットになります。
イ  そのエスリオワンをリニューア
ルしたと聞きましたが、そのきっか
けや既存との違いを教えてくださ
い。

原  既存の部品が入手しにくくなっ
たことがきっかけで、エスリオワン
の後継機種としてリニューアルを行
いました。蛍光を検出する際、OP
アンプで光信号を増幅するとノイズ
が発生しますが、リニューアル版で
は、そのノイズの取り方を色々と変
えることができ、検出精度を向上さ
せることに成功しました。また、今
までは光信号を高い周波数で送受信
していましたが、リニューアルする
ことにより低い周波数で送受信でき
るようにしました。
イ  では、今後のエスリオワンの展
望を教えてください。
原  今後はエスリオワンを小型化し、
より感度を高くしたエスリオミニを
開発したいと思っています。人の手
の負担を減らすためにオートキャリ
ブレーションも導入したいですね。
イ  今後開発してみたい製品はあり
ますか。
原  世界初の製品を作りたいですね。
特に青色の波長帯などの「青の世界」
を 極 め て い き た い で す。 こ れ は
DENCOM プライドを持って開発し
たいと思っています。

イ  次に、研究開発室の澤代課長に
お聞きします。研究開発室ではどの
ようなことを行っているのでしょう
か。
澤  大小問わず、やってみないとわ
からない案件に対して必ず結果を出
すという強い使命感で、研究から開
発まで行っています。最近では、電
力分野だと鋼管柱土壌腐食診断装置
や流氷雪検出技術検討等、福祉分野
だとユアトーンの応用・発展等を
テーマとしています。　
イ  分野問わず様々な研究をしてい
るのですね。鋼管柱土壌腐食診断装

置とは何でしょうか。
澤  鋼管柱の土中埋設部の腐食診断
を行う装置で、北海道電力株式会社
様との共同研究にて開発いたしまし
た。本装置は、診断原理に自然電位
法を利用していますが、土壌状態に
よる誤差の対応策として、北海道電
力株式会社様が研究されてこられた
改良自然電位法での計測に特化して
おります。

　この改良法は鋼管柱の他、亜鉛
メッキ鋼材と鉄材も併せて測定する
ことで土壌による誤差を勘案しなが
ら電位を見ることができ、腐食度合
を精度高く推定することが可能で
す。しかし計測対象が 3 種ある上、
複数個所での計測も必要なことか
ら、繋ぎ替えが相当回数必要になる
ため、本装置では繋ぎ替えなしで同
時計測できる構成にこだわりまし
た。また、マグネシウムによる犠牲
防食測定にも対応しており、こちら
も繋ぎ替えなしで電位・電流の同時
計測が可能です。
イ  計測の手間が省けるのですね。
それでは、今後の展望を教えてくだ
さい。
澤  使用される現場の方が簡単に、
かつ安定して使える装置であれるよ
う改善を図りたいです。
イ  次に流氷雪検出技術検討をする
ことになったきっかけを教えてくだ
さい。
澤  降雪地帯の一部の地域にある水
力発電所では、導水路に雪が大量流
入することで取水障害につながると
いう問題があり、北海道電力株式会
社様は長年この対策に取り組んでこ
られているようです。この度、雪の

流入を検出する良い方法はないかと
のご相談を北電総合設計株式会社様
より受け、北海道電力株式会社総合
研究所様の施設をお借りして、模擬
実験を行った後、旭川水力センター
管内の取水堰にてフィールド実験を
させて頂きました。
イ  どのような検出方法で検討を
行ったのですか。
澤  メンテナンスの関係から非接触
の画像処理が良いと判断しました。
沈砂池にカメラを設置し、撮影した
画像を明度や色相、彩度に分け、要
素毎に不要部分を排除し、二値化や
ノイズ成分を除去したのち、輪郭線
と面積の抽出処理を行います。精度
を上げるため再度同じ方法を繰り返
し、閾値超過した面積比率と時間比
率をもって、雪の有無を判断するこ
ととしました。
イ  今回は実験的だったようですが、
今後の展望についてお聞かせくださ
い。
澤  フィールド実験を経て、画像処
理による検出方法は十分に見込みが
あると考えており、今後は様々な環
境にて実験し、実用に耐えうるもの
にしていきたいと思っております。
イ  では最後に、研究開発室では今
後どのような研究・開発をしていき
たいですか。
澤  研究開発室は電力分野から福祉
分野まで多岐に渡っていますが、特
に省力化や効率化などがこれまで以
上に注目されている電力分野で、小
規模でも役に立つものを取り組んで
いきたいと考えております。

原新技術開発執行役員

研究開発室 澤代課長

【リニューアルしたエスリオワン】

【鋼管柱土壌腐食診断装置】
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　この度、「転送遮断装置」を北海道
電力株式会社様より受注し、平成 28
年 4 月に納入いたしました。
　本装置は、変圧器の 1 次側に遮断
器を有しない電気所（負荷側変電所）
において、構内事故を検出した際に
当該電気所に送電線で接続される対
向端電気所（電源側変電所）に対し
て遮断指令の転送を行う装置です。
　負荷側変電所に設置される送信局
と電源側変電所に設置される受信局
で構成されており、それぞれ 3 回線
ずつの転送回路を有しています。
　各回路は電源回路を含め完全に分
離しており、独立したメンテナンス
が可能となっています。
　送信端信号入力から受信端の遮断

合格の通知を受領いたしました。
　また、子局装置も十勝管内の発電
事業者様向けに初号機を納入いたし
ました。
　今後とも新たな製品を開発すべく
更なる技術力ならびに信頼性の向上

に取り組んでまいります。
　最後に、本装置納入にあたり多方
面にわたりご指導・ご協力を頂きま
した北海道電力株式会社様をはじめ
とする関係者各位に厚く御礼申し上
げます。

前回の夏季号に引き続き、今回もインタビュー記事に取り組んでみました。わかりや
すい言葉や表現を意識しながら編集をしましたが、いかがでしょうか。 〈中川〉

編 集 後 記

　ネットワークを介した接続が禁止
されている環境下でも制御系システ
ムの情報を活用したい、というニー
ズにお応えするために、PC 間で自
動的にファイルを転送する『ファイ
ル自動転送ツール』を開発中です。
このツールは【専用ケーブル】と【ソ

フトウェア】で構成しており、専用
ケーブルは、ファイルを転送したい
PC 間を USB インターフェイスで接
続します。ソフトウェアで対象フォ
ルダと監視周期を設定すると対象
フォルダ内のファイル更新の都度、
相手先の PC へ自動的にファイル転

送されます。
　他のアプリ等に
よる不正な侵入は
一切不可能で、24
時間稼働に対応で
きる製品を目指し
ています。

　コンクリート柱内部の鉄筋破断に
よる倒壊事故が数年に渡り発生して
おり、自然災害や事故による倒壊に
加え、昇柱作業中や抜柱作業時、抜
柱後の運搬時に倒壊する事故も発生
しています。コンクリート柱内部の
鉄筋破断は、外観の目視点検では判
断ができないため、全国各地で定期
的な非破壊検査が実施されています。

　非破壊検査装置は高価なイメージ
ですが、SB テスターⅡは既存製品
に比べ非常に安価なため、作業車１
台毎は勿論のこと作業員一人一人に
も装備させることも可能です。倒壊
事故を未然に防ぎ、かつコンクリー
ト柱建て替え時の作業員の安全確保
のためにも、非破壊検査が有効です。

　北海道電力株式会社様より「潮流
調整システム」の親局装置を受注し、

平成 28 年 3 月に納
入いたしました。
　「潮流調整システ
ム」は太陽光・風力・
バイオマス等の再
生可能エネルギーを
用いた発電設備の普
及に伴う送電線等の
設備容量不足対策の
ため開発されたシス
テムであり、変電所
に設置される親局装
置（配電盤・写真 1）

と、連系する発電事業者側に設置さ
れる子局装置（壁掛 BOX タイプ・
写真 2）から構成されます。
　親局装置は送電線などの設備の潮
流を常時監視し、当該設備の容量が

不足する際に
は発電停止信
号を子局装置
側に通信回線
経由で送信し、
子局装置は親
局装置からの
発電停止信号
を受信し発電設備を停止させます。
今回当社で製作した装置は、これま
でのシステムに対してカレンダー機
能を新たに追加した初号機です。こ
のカレンダー機能によって、潮流検
出レベル（整定値）を季節（夏季・冬
季）毎に予め決められた日時に自動で
切替できるようになりました。
　初号機による平成 28 年 2 月の御立
会検査（写真 3）を経て、2 つの電気
所に相次いで装置を納入、合わせて
北海道電力株式会社様より型式審査

　当社で現在取り組んでいる新技術
および新製品を 2 つご紹介いたします。
①画像処理による動体検出技術
　表記事でも触れておりますが、カ
メラで撮影している画像に対し、様々
な画像処理を駆使することで、動体
を認識する技術です。現在は、画像
内で動体の認識候補を抽出し、特定
サイズ以上の動体である場合に検出
します。今後は人や動物など、特定
の動体のみを認識するような技術を
追求して参ります。

②水力発電所向け保守支援装置
　操作性向上と共に、発電所内保守
に必要不可欠なデータの視認性向上
を目指し、開発を行っています。今
秋から順次導入を予定しております。

潮流調整システム初号機を納入

【写真１】

簡単！高信頼性！強固なセキュリティ！

USBファイル転送ツール開発中！

66kV転送遮断装置を納入

非破壊検査で安全確保！

新技術と新製品のご紹介

【イメージ図】

【動体検出システムの画面例】

【66kV 転送遮断装置】

【写真２】

【写真 3】

指令出力までの転送遮断処理時間は、
系統安定度確保のため、伝送時間を
含めて 400ms 以内の高速化が要求さ
れていますが、現地据付試験時にお
け る 実 測 で Max.213ms/Ave.178ms
と高い性能が確認できました。
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